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目 的　 組 紐 の 良 否 は 熟 練 者 に よ る 勘 で 判 断 さ れ る こ と が 多 い が、 平 組 紐 を 実 際 に 帯 締 め

し て 用 い た 時、 そ れ ら の 良 否 を 決 め る 際 に は 紐 の こ し や か た さ、 結 び や す さ な ど が 問 題

な る． い か な る 組 糸 を 用 い て ど の よ う に 組 め ば 目 的 の 紐 が 得 ら れ る か を 知 る た め に． 組

の 力 学 的 性 質 を 測 定 し た． こ れ ら の 力 学 的 性 質 に 及 ぼ す 組 糸 素 材 や 組 組 織 の 影 響 を 明 確

す る と 共 に． こ し や か た さ． 結 び や す さ の 官 能 評 価 値 と の 関 係 に つ い て も 検 討 し た．

方 法　 ① 試 料：　組 糸 と し て 絹(S), プ ロ ミ ッ ク ス(P). ビ こD ン(V ）の ３ 種 類 の 糸 を 選 び．

竹 台 を 用’い て 遠 州 組(  E  ） と 綾 竹 組 （ Ａ ） の ２ 種 類 の 平 組 紐 を 作 成 し た． ② 力 学 的 性 質

測 定：　KES-F シ ス テ ム に よ り、 曲 げ 特 性． 圧 縮 特 性、 表 面 特 性、 厚 み ・ 重 量 特 性 を 測 定

た． 伸 長 特 性 は 万 能91  張 試 験 機 を 用 い た． 測 定 は す べ て 標 準 状 態 で 行 い． 繰 り 返 し ５ 回
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配 置 （ 組 組 織2   X 糸 素 材3  ） に よ り 行 っ た。 ③ 官 能 検 査：　シ ェ ツ フ ェ の 変 形 一 中 屋

を 用 い て7 段 階 評 価 に よ り、 こ し。 か た さ、 結 び や す さ の 平 均 嗜 好 度 を 求 め た。

分 散 分 析 の 結 果 か ら、 測 定 し た 特 性 値 の ほ と ん ど に お い て 糸 素 材 や 組 組 織 に よ る

受

性

け る こ と が わ か っ た。 組 組 織 別 で は。 曲 げ 特 性 値 は Ａ の ほ う が Ｅ よ り も 大 き く、

値 は Ｅ の ほ う がA  fr 比 べ て 大 き く な る 傾 向 に あ っ た。 こ れ ら の 結 果 は 糸 東 聞 の 変
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る 組 目 構 造 の 変 化 か ら 検 討 さ れ た。 官 能 検 査 の 結 果 か ら。 い ず れ の 官 能 値 に

嗜 好 度 の 主 効 果 に 差 が 認 め ら れ た。 組 組 織 別 で は Ｅ に 比 べ Ａ の ほ う が こ し や

結 び や す い 傾 向 に あ っ た。 糸 素 材 別 で はV  紐 が 一 番 こ し が あ り 結 び や す く

Ｐ 紐 の 順 序 と な っ た。 か た さ に つ い て は Ｖ 紐 ＞ Ｐ 紐 ＞ Ｓ 紐 のm 序 に な っ た。

衣料用単繊維の異方性力学特性に及ぼす水分の影響

奈良女大人間文化　 〇村木千恵　 丹羽雅子

目的　 被服材料の基本構成単位である繊維の力学的性質を見極めるために、 これまでの研究では

標準環境条件下での単繊維の異方性力学特性を明らかにしてきだ 。　しかし繊維の実用的性質を検

討する為には、 実際に水分や温度変化の影響を受けた状態での力学的性質も把握する事が重要であ

る。　それ故、 衣料用単繊維の異方性力学特性の水分の影響による変化を検討するために、近年、 川

端によって開発された精密測定の可能な装置2 >を用い、 それら単繊維の繊維軸方向の性質と直交方

向の性質、 ねじり特性について測定を行っ た。　本報告ではそれらの結果を示し、 さらに水分による

それぞれの力学特性に及ぼす影響の相違や異なる繊維における水分の影響の違いを明らかにする。

方法　 測定には、 人造繊維ではPET､ ナイロン、 及びアクリル、 天然繊維では羊毛繊維を試料に用

い、 繊維軸方向の性質、 直交方向の性質、 及びねじり特性を、 それぞれ前述の精密測定できる一連

の装置、 引っ張り試験機KES-Gl, 精密圧縮試験機、 ねじり試験機を用い、 標準条件下での測定と、

室温で１時間以上水浸漬させた繊維の湿潤条件下での測定を行った。　それらの測定から各状態下で

の繊維軸方向のヤング率(El)、 直交方向の弾性率(Et)､ せん断弾性率(G) を求め、 水分の異方性力学

特性に及ぼす影響について検討した。

結果　PET やアクリル繊維の水分の影響による変化は、 ナイロンや羊毛繊維に比べ小さい。　また

ナイロン、 アクリル、 羊毛繊維では、 繊維軸方向の性質よりも直交方向の性質やねじり特性におけ

る水分の影響が顕著であることなどが明らかになった。
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